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１．河川整備計画の点検について



１．河川整備計画の点検について

○原則として、河川整備計画の点検は毎年実施し、再評価を受ける５年に１回の年は、全項目を点検報告。
○その他の年は、現地視察、事業の進捗状況、トピックス等の報告を行うこととしており、今年度は「事業の進捗状

況」としてこれまでと現在の河川事業、「事業進捗の見通し」、「河川整備に関する新たな視点」を報告。

A

B

再評価令和４年度 Ａ

Ｂ令和５年度

Ｂ令和６年度

Ｂ令和７年度

Ｂ令和８年度

再評価Ａ令和９年度

１．流域の社会情勢の変化
・土地利用の変化
・人口・資産の変化
・近年の災害発生の状況 等

２．地域の意向
・地域の要望事項等

３．事業の進捗状況
・事業完了箇所
・事業中箇所の進捗状況 等

４．事業進捗の見通し
・当面の段階的整備の予定 等

５．河川整備に関する新たな視点
・気候変動を踏まえた治水計画
・流域治水の加速化・深化

６．点検結果
・点検結果のまとめ
・今後の進め方

Ａ

Ｂ
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１．河川整備計画の点検について 庄内川水系河川整備計画の概要

○「庄内川水系河川整備基本方針」は、河川法の３つの目的※が総合的に達成できるよう、河川法第16条に基づ
いて平成17年11月に策定。

○「庄内川水系河川整備計画」は、河川法第16条の二に基づき、庄内川水系河川整備基本方針に沿って、当面実
施する河川工事の目的、種類、場所等の具体的事項を示す法定計画として平成20年3月に策定。

※河川法の３つの目的：「洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止」、「河川の適正利用と流水の正常な機
能の維持」、「河川環境の整備と保全」

【計画対象区間】

河川名 区間延長（㎞）

庄内川 62.5

矢田川 7.0

八田川※１ 4.5

小里川※２ 2.6

猿爪川※２ 1.8

新田川※２ 0.6

【計画対象期間】

本計画は、庄内川水系河川整備基本方針（平成
17年11月）に基づいた当面の河川整備を目標とす
るものであり、その対象期間は、計画策定時（平成
20年3月）より概ね30年間である。

※１ 平成20年4月に愛知県へ移管
※２ 小里川ダム管理区間として直轄編入
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１．河川整備計画の点検について 庄内川水系河川整備計画の概要

【洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標】

河川整備基本方針で定めた最終目標に向けた段階的整備等も含めて総合的に勘案し、観測史上最大の洪水となった平成12年
9月東海豪雨（愛知県区間）及び平成元年9月洪水（岐阜県区間）と同規模の洪水が発生しても、破堤等による甚大な被害を防止
するとともに内水被害の軽減を図る。

【河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標】

１．河川水の適正な利用
２．流水の正常な機能の維持

水利用や多様な動植物の生息、生育環境の保全、河川水
質の保全等の流水の正常な機能を維持するための流量（枇
杷島地点概ね 5m3/s）を確保する。

【河川環境の整備と保全に関する目標】

１．人と河川との豊かなふれあいの確保
２．良好な自然環境の保全、再生
３．良好な景観の維持、形成
４．水質の保全

河川整備計画において目標とする流量
は、下流基準地点枇杷島においてその
ピーク流量を3,900m3/sとし、このうち小里
川ダム、小田井遊水地等の洪水調節施
設により200m3/sを調節して河道への配
分流量を3,700m3/sとする。上流基準地点
多治見において、そのピーク流量を
2,100m3/sとし、このうち流域内の小里川
ダムにより200m3/sを調節して河道への
配分流量を1,900m3/sとする

平成12年9月洪水と同規模
（愛知県区間）

平成元年9月洪水と同規模
（岐阜県区間）

河川整備計画の目標とする平成12年9月東海豪雨規模の洪水時には、新川洗堰による庄内川から新川への越流量0m3/sとす
るが、東海豪雨を上回る規模の洪水が発生した場合には、新川洗堰から新川に越流する。
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２．事業の進捗状況
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２．事業の進捗状況（治水）

○庄内川では、河川整備計画策定以降、平成12年9月洪水(東海豪雨）と同規模の洪水を安全に流下させるため、
中下流域の堤防整備や堤防強化、河道掘削等を実施。

○河川整備計画に基づく事業の進捗率は、事業費ベース54％程度（令和6年度末時点）。 【R4再評価時点：51％】

※１ 橋梁改築は、庄内川特定構造物改築事業にも位置付けられている。
※２ 堤防強化には、耐震対策、浸透対策を含む。また、堤防破堤の危険性を

評価するとともに、破堤による被害ポテンシャル等を総合的に評価を行
い優先順位を設定し実施する。

堤防整備（量的整備）

堤防強化（質的整備）

高潮堤防整備

河道掘削

橋梁改築

＜ 凡 例 ＞

実施済

残事業 ※       今後の河道の変化やモニタリング等により、施工場所及び工事内容
については変更することがある。

概ね30年間の主な整備内容

【事業進捗図】

整備項目
整備計画の

実施予定数量
R6年度末 完成 進捗率

堤防整備 10.3km 9.8km 95%

高潮堤防整備 2.3km 2.3km 100%

河道掘削 177万m3 142万m3 80%

橋梁改築※１
4橋

(一色大橋、JR新幹線橋梁、

JR東海道本線橋梁、枇杷島橋)

1橋
（一色大橋）

※枇杷島橋架替工事中

25%

内水対策
1箇所

（支川地蔵川）
- 0%

新川洗堰対策 1箇所 - 0%

堤防強化※２ － 22.6km －
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２．事業の進捗状況（環境）

○庄内川では、河川整備計画策定以降、河川空間のより一層の利用推進を図るための水辺整備や、多様な生態
系を育み地域の環境に寄与する川づくりを推進するための自然再生を実施。

○河川整備計画に基づく事業の進捗率は、事業費ベース67％程度（令和6年度末時点）。 【R4再評価時点：46％】

概ね30年間の主な整備内容

【事業進捗図】

整備項目 進捗率
※事業費ベース

水辺整備事業 46％

自然再生事業 85％

豊岡地区上流部
水辺整備

志段味地区
水辺整備

西枇杷島地区
水辺整備

万場地区
自然再生

庄内川河口部
水辺整備

堀越・小田井地区
水辺整備

土岐地区（定林寺川）
水辺整備

前田地区
水辺整備

矢田川地区
水辺整備

庄内川上流部
自然再生

水辺整備
自然再生

実施済み
実施中
残事業

西枇杷島地区水辺整備 豊岡地区水辺整備

庄内川上流部自然再生志段味地区水辺整備

志段味
ビオトープ

階段護岸

散策路

親水護岸

散策路

レキ河原再生

市民病院と接続する
散策路

豊岡地区
水辺整備



２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主要事業
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２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な治水事業 ～下流部の河道掘削～

○これまで庄内川の下流部では、河川整備計画策定（平成20年3月）以降、洪水に対する流下能力向上のため、
河道掘削を令和6年度までに約 132 万m3※１ 10ｔダンプトラック約 26 万台分※２を実施。

○河道掘削等※３の実施により、平成12年9月洪水（東海豪雨）時と比較し、枇杷島付近で約 50 ㎝水位低下を推定。

※1 庄内川の河口部～枇杷島狭窄部区間の掘削量 ※2 10tダンプトラックを想定し、１台あたりの積載量は5m3として換算
※3 平成12～16年激特事業での河道掘削、小里川ダム・小田井遊水地の洪水調節による効果も含む

←庄内川
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7.0k 8.0k

枇杷島
狭窄部

H.W.L

河道掘削

H12～H16激特事業の
掘削範囲

5.8k付近の掘削断面

河道掘削

H.W.L

H12～H16激特事業の
掘削範囲

10.8k付近の掘削断面

東海豪雨時から
約 50 cmの水位低減

現況水位＊2 9.03m
（東海豪雨と同規模の洪水）

東海豪雨実績水位＊1 9.54m
H.W.L 9.14m

激特事業実施後水位＊2 9.32m

枇杷島水位観測所付近（15.6k）の事業効果

＊1 東海豪雨流量（洗堰越流あり（約270m3/s（実績）））
＊2 整備計画流量（洗堰越流なし）

■ 整備計画策定以降の河道掘削の実施済み（～R6）

庄内川下流部
(愛知県名古屋市・清須
市・あま市・大治町)



２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な治水事業 一色大橋（国道1号）架替

○一色大橋は昭和9年に築造された橋梁で桁下高も低く、洪水が橋桁に衝突し、流れの妨げとなっていた。
○東海豪雨を受けて平成12年に特定構造物改築事業として架替に着手し、平成23年度に完成した。
○事業の実施により、浸水面積約2,200ha、浸水家屋数約7.5万戸、被害額約1.5兆円の氾濫被害を解消。

4.6k

4.4k

平成3年洪水の痕跡水位

平成11年洪水の痕跡水位

旧橋

至名古屋

HWL
東海豪雨の痕跡水位

至四日市

架替前後の横断図

平成12年9月洪水（東海豪雨）

庄内川

越水

【庄内川特定構造物改築事業（国道1号一色大橋）】

・事業費 ：約63.5億円

・事業期間 ：H12～23年度（12年間）

・事業内容 ：橋梁架替、築堤護岸
【事業実施前の被害想定】

・浸水面積 ：約2,200ha
・浸水区域内人口 ：約18万人
・浸水家屋数 ：約7.5万戸
・被害額 ：約1.5兆円

■ ：新しい橋梁
■ ：旧い橋梁
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庄内川下流部
(愛知県名古屋市)



東海豪雨時河道
堤防整備

現況水位＊2 （東海豪雨と同規模の洪水）
4.79m

東海豪雨痕跡＊1 5.20m

H.W.L 5.229m
HWL+計画余裕高2.0m

計画堤防高 7.229m

2.0k

3.0k
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5.0k
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２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な治水事業 下流部の堤防整備

○これまで庄内川の下流部では、河川整備計画策定（平成20年3月）以降、堤防の高さや幅不足を解消して洪水
に対する堤防の安全性を向上させるため、令和6年度までに約 9 ㎞の堤防整備を実施。
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庄
内
川→ 下流部の堤防横断図

5.6k付近の横断図

枇杷島地区
特定構造物改築事業（事業中）

＊1 東海豪雨流量（洗堰越流あり（約270m3/s（実績）））
＊2 整備計画流量（洗堰越流なし）
＊3 平成12～16年激特事業での河道掘削、小里川ダム・

小田井遊水地の洪水調節による効果も含む

庄内川下流部
(愛知県名古屋市・清須

市・あま市)



多治見市 多治見市

土
岐
川→

49.0k

２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な治水事業 上流部の堤防整備

○これまで庄内川の上流部（土岐川）では、河川整備計画策定（平成20年3月）以降、堤防の高さ不足を解消して
洪水に対する堤防の安全性を向上させるため、令和5年度までに約 0.7 ㎞の堤防整備を実施。

4.4k

整備後整備前

右岸49.0k付近の堤防断面

住宅街
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R3年度から進めてきた「土岐川豊岡地区堤防
嵩上事業」が一連完成し、令和6年5月30日に
「豊岡地区堤防完成式典」を開催。
●主 催：庄内川河川事務所、多治見市
●出席者：中部地方整備局長、多治見市長、

関係議員等

多治見市豊岡地区の堤防整備状況

テープカットの様子

■ 整備計画策定以降の堤防整備の実施済み（～R6）

豊岡地区
(岐阜県多治見市）



２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な治水事業 地震・津波対策（１／２）

○庄内川の河口部は、南海トラフ巨大地震等による津波の遡上が予想されているところ。
○最新の耐震性能照査指針に基づき、河川堤防の耐震性能照査を行い、照査結果をもとに対策が必要な区間に

おいて、耐震対策を実施。

4.6k

4.4kレベル2地震動
（現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震動）

レベル2-1
（プレート境界型の地震）

レベル2-2
（内陸直下型地震）

※１）津波水位：近代で最大の津波（100年で１回程度の発生確率、Ｍ８クラス）である
レベル１津波による水位。

※２）平常時の最高水位：朔望平均満潮位に１４日間に発生する波高を用いて算出した
うちあげ高を考慮して求める水位。

※３）耐震性能：地震後の照査において考慮する外水位（平常時の最高水位、津波水位
のうちいずれか高い方の水位）に対して越流を防止する機能。

耐震性能照査の考え方

推定した地震（レベル2地震動）後の堤防高が、耐震性能
照査において考慮する外水位（照査外水位）を下回る場合、
河川堤防の耐震性能を確保するための耐震対策が必要。

地震・津波対策の必要性

地震発生時には地盤の液状化等による堤防の変形・沈下の
恐れがあるとともに、庄内川が位置する濃尾平野は日本最大
の海抜ゼロメートル地帯となっていることから、地震による堤
防決壊が発生した場合、長時間の浸水が継続するなど、甚大
な被害が予想される。

平成23年3月東北地方太平洋沖地震により
被災した阿武隈川の堤防
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堤内側
（川裏）

沈下後堤防 （対策完了後）

沈下後堤防 （対策完了前）

現況堤防

概念図

津波水位※1

平常時の最高水位※2

堤外側
（川表）



２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な治水事業 地震・津波対策（２／２）

○庄内川の河川堤防の地震・津波対策については、最新の基準に基づいた堤防の耐震性能を照査し、対策が必
要な区間において耐震対策に着手し、要対策区間約 4 kmにおける対策工事を令和5年度までに完了した。

愛知県

名古屋市港区

愛知県

名古屋市中川区

大
蟷
螂
橋

＜凡 例＞

対策済（H20以前）・対策不要

整備計画策定後（H20～R5）

耐震対策
（地盤改良）

沈下低減

現況堤防

未対策堤防（沈下後）

対策済堤防（沈下後）
津波想定水位

耐震対策の実施状況

耐震対策イメージ
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庄内川下流部
(愛知県名古屋市)

要対策区間



２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な環境事業 水辺整備

○これまで庄内川では、地域と連携しながら河川空間の一層の利用推進を図るため、下流部では「河口部」・「西
枇杷島地区」・「矢田川地区」、中流部では「志段味地区」、上流部では「豊岡地区」において水辺整備を実施し、
市民団体・自治体と連携しながらにぎわい創出がなされている。

16

利用状況（散策路ウォーキング大会）

利用実態調査による利用者数の推移
（7～17k右岸の利用者数）

※年間7日間の調査日の利用者数の合計値

庄内川

下流部 （西枇杷島地区）

中流部 （志段味地区） 上流部 （豊岡地区）

2市1町を結ぶ散策路および河川敷公
園を整備。市町の賑わい創出の企画
により水辺空間の魅力が向上。

整備後

多様な生態系を保全すると
ともに、環境学習の場とし
て活用できる自然観察空間
を創出すべく、ビオトープ
の整備を実施。

庄内川

大留橋

整備前 整備後

「志段味ビオトープで遊ぼう」
の参加者数 「志段味ビオトープで遊ぼ

う」の参加状況

「志段味ビオトープで
遊ぼう」のEボート体験

多治見市内でのまちづくりや、市民病院
の整備と連携して、散策路や階段護岸
を整備し、かわとまちとの回遊性を向上。

整備前

整備後 1216 1251 1257

0

500

1000

1500

H21 H26 H31

利
用

者
数

（
人

）

H25整備完了

多くの利用がある

階段護岸

志段味ビオトープ

利用実態調査による利用者数の推移
（48～50k左右岸の利用者数）
※年間7日間の調査日の利用者数の合計値

庄内川

整備前

0
10000
20000
30000
40000
50000

H21 H26 H31

利
用

者
数

（
人

） H25整備完了

利用者数が増加

0
200
400
600
800

H19 H28

参
加

者
数

（
人

）

参加者数が増加

H12～13整備実施

河口部地区
(愛知県名古屋市)

西枇杷島地区
(愛知県清須市、
あま市、大治町)

矢田川地区
(愛知県名古屋市)

志段味地区
(愛知県名古屋市)

豊岡地区
(岐阜県多治見市)

※かわまちづくり支援制度を活用し、国が基盤整備を実施。

※かわまちづくり支援制度を活用し、国が基盤整備を実施。

市民病院と繋がるブリッジの利用



２．事業の進捗状況 河川整備計画策定以降の主な環境事業 自然再生

○これまで庄内川では、庄内川の良好な自然環境の保全を図りつつ、失われるなどした環境を再生するため、上
流部において自然再生事業を実施した。

17

レキ河原固有植物、浅瀬に生息するアカザなど
の生息環境の再生を図るため、陸地化した箇所
の切り下げを行い、レキ河原再生を実施。

整備内容

7

36

14

36
40

0

10

20

30

40

50

H21.10 H29.10 R2.8 R3.9 R4.9

整備前 整備後

個体 H23整備完了

確認個体数が増加

48.0k

49.0k

50.0k
岐阜県

多治見市

51.0k

59.0k

58.0k
土岐市

整備箇所

整備後

整備直後
（H24.6）

土岐川

国長橋下流（47.6k下流左岸）での整備実施状況

整備10年後
（R4.9）

土岐川

レキ河原が維持
土岐川

H21.10

整備前

陸地化・崖地化した箇所を
切下げ、レキ河原を再生

アカザの確認状況（国長橋下流）

・レキ河原の指標として、既往調査で生息が確認されておりレキ河
原の整備により形成される浅瀬の環境に依存する種であるアカザ
を選定。

・レキ河原再生の実施後、アカザの個体数が増加・維持されており、
生息場として機能していることが確認できている。

アカザ
（重要種：環境省レッドリストVU）

庄内川上流部
(岐阜県多治見市、土岐市)



２．事業の進捗状況 現在進捗中の事業実施状況



新大正橋

名古屋市中川区

大治町

名古屋市中村区

8.0k

9.0k

10.0k

２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 下流部の護岸整備（万場地区）

○現在、庄内川下流部の万場地区（河口から右岸9.0～10.0k付近）では、高水敷の幅が狭く、洪水により堤防が侵
食される危険性があるため、河川整備計画に基づき治水安全度の向上を図るための低水護岸の整備を実施。

H.W.L

鋼矢板
捨石

護岸

遮水シート

実施済
実施中
未実施

護岸整備の横断図
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万場地区
(愛知県名古屋市・大治町)



名古屋市西区

名古屋市中村区

清須市

12.0k

13.0k

14.0k

11.0k

２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 下流部の河道掘削（日比津地区）

○現在、庄内川下流部の日比津地区（河口から10.0～13.0k付近）では、平成12年9月洪水（東海豪雨）規模の洪水
が流下した時に水位が上昇し、安全に流すことが出来ないため、河川整備計画に基づき治水安全度の向上を図
るための河道掘削を実施。

4.4k

河道掘削

▽ H.W.L

河道掘削の横断図
20

実施済
実施中
未実施

日比津地区
(愛知県名古屋市・清須市)



２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 下流部の河道掘削（日比津地区）

○庄内川下流部の日比津地区（河口から10.0～13.0k付近）の河道掘削にあたっては、ICT技術を活用した施工（水
陸両用ブルドーザー）を実施。

○また、小中学生と保護者を対象とした現場見学会を開催し、治水事業への理解を深める取組も実施。

全国に5台しかない水陸両用
ブルドーザーを冊子で紹介

参加者の皆さんに水陸両用ブルドーザー
について説明

まぢかで動く
ブルドーザーは迫力満点！

現場見学会

日 時：令和6年8月26日、28日
内 容：水陸両用ブルドーザー見学

三次元設計のVR体験
参加者：6家族14名（26日）

8家族21名（28日※）
※台風により中止

2次元よりも３次元の方が
設計がよく分かることを体験

ICT技術の活用

・日比津地区河道掘削では、遠隔操
縦式の水陸両用ブルドーザーを用
いることで、安全かつ効率的な施
工を実施。

・陸上に自動追尾型トータルステー
ションを設置することで掘削高を
自動計測し、オペレータがコント
ローラ画面上に表示されたヒート
マップ（掘削高）を確認しながら
出来高を管理。

遠隔操縦による施工状況

21



２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 枇杷島狭窄部対策（特定構造物改築事業）

○庄内川下流部の枇杷島地区（河口から14k付近）は、川幅が狭い狭窄部であるとともに桁下高が低く橋脚の間隔
が狭い橋梁が連続して横河しており、洪水の流下に大きな支障が生じているため、河川整備計画に基づき治水
安全度の向上を図るため、引堤及びそれに伴う３橋梁の架替（特定構造物改築事業）を実施。

22

引堤

県道枇杷島橋

標準的な施工断面
【県道枇杷島橋改築（名古屋市施工）】

標準的な施工断面
【県道枇杷島橋改築（名古屋市施工）】

実施済
実施中
未実施

名古屋市中村区

清須市

枇杷島地区
(愛知県名古屋市・清須市)



２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 枇杷島狭窄部対策（特定構造物改築事業）

23

県道枇杷島橋架替事業計画スケジュール

年度（令和） 13

旧橋撤去工

新橋　下部工

新橋　上部工

11 12

道路工

7 8 9 10

迂回路仮橋工

2 3 4 5 6

（製作・設置） （撤去）

橋梁架替着手前（平成21年撮影）

○架替工事中の県道枇杷島橋は、仮設の橋梁が完成し、交通切り替えが令和5年11月に完了したところ。現在、
旧橋（元々の県道枇杷島橋）の撤去工事を実施中。

○また、県道枇杷島橋の架替工事の進捗に伴って取り付け道路の施工を行い、これまで最も低かった右岸堤防を
を令和6年6月に嵩上げ。

現在

現在（令和6年8月撮影）

～令和6年5月 上部工撤去完了
令和6年10月～ 下部工撤去開始

令和6年6月 右岸堤防嵩上げ

県道枇杷島橋

ＪＲ東海道新幹線

ＪＲ東海道本線

名古屋市中村区 清須市

県道枇杷島橋（仮橋）



２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 枇杷島狭窄部対策（特定構造物改築事業）

○枇杷島橋の架替にあたっては、三次元設計（CIM）を活用し、工程（時間軸）と関連付けた四次元工程表を作成。
○関係者間で、図面等の整合性確認や、施工ステップ毎の綿密な情報共有・調整に活用。
○さらに、工事施工段階においてもCIMを危険予知活動などに活用し、安全で効率的な施工に寄与。

24

施工ステップ毎のイメージを3Dで共有し、関係者調整に使用

CIMモデルを用いた完成時の動画

3D都市モデル（PLATEAU）を活用しリアルな3Dモデルを作成

工事施工段階での活用（KY活動）

R6庄内川枇杷島橋撤去工事
（株）ヒメノ



名古屋市西区

名古屋市西区

小田井遊水地

17.0k

16.0k

２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 下流部の堤防整備（小田井遊水地）

4.4k

○「小田井遊水地」は平時は都市公園として利用されているものの、洪水発生時には、洪水を一時的に貯留し、下
流の水位を低減させるための遊水地。

○現在、小田井遊水地（河口から右岸16.0～17.6k付近）では、周囲堤の高さや幅が不足しており、洪水貯留時に
安全性が不足しているため、河川整備計画に基づき治水安全度の向上を図るための周囲堤整備を実施。

舗装

張芝

H.W.L

堤防整備の横断図

25

実施済
実施中
未実施

小田井遊水地
(愛知県名古屋市)



名古屋市北区

19.0k

18.0k

名古屋市西区
0.0k

1.0k

２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 下流部の堤防整備（山田地区）

○現在、庄内川下流部の山田地区（河口から右岸17.8～19.0k付近）では、堤防の高さや幅が不足しており、洪水
を安全に流すことができないため、河川整備計画に基づき治水安全度の向上を図るための堤防整備を実施。

4.6k

4.4k

護岸基礎

H.W.L

覆土
護岸

舗装

遮水シート

堤防整備の横断図
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実施済
実施中
未実施

山田地区
(愛知県名古屋市)



30.0k
五反田橋

吉根橋

春日井市

名古屋市
守山区

29.0k

28.0k

２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 中流部の堤防強化（上条地区）

○庄内川中流部の上条地区（河口から右岸29.0～30.6k付近）では、堤防の幅が不足しているとともに、浸透に対
する安全性が不足しており、洪水を安全に流すことができないため、河川整備計画に基づき治水安全度の向上
を図るための堤防強化（浸透対策）を実施。

堤脚ドレーン

堤脚保護ブロック

護岸

護岸基礎

舗装
H.W.L

堤防強化の横断図

27

実施済
実施中
未実施

上条地区
(愛知県春日井市)



多治見市

愛岐道路

河道掘削

河道拡幅（掘削）

H.W.L

２．事業の進捗状況 現在進捗中の治水事業 上流部の河道掘削・河道拡幅（月見地区）

○現在、庄内川上流部の月見地区（河口から46.3～47.2k付近）では、平成元年9月洪水規模の洪水が流下した時
に水位が上昇し、安全に流すことが出来ないため、河川整備計画に基づき治水安全度の向上を図るための河
道掘削・河道拡幅を実施。

○河道拡幅にあたっては、環境や景観の保全に着目しながら設計を進めている。

28

実施済
実施中
未実施

河道掘削・拡幅の横断図

多治見市
月見地区

(岐阜県多治見市)

河道掘削・拡幅
（46.3k～47.2k付近）

V=約11万m3



２．事業の進捗状況 現在進捗中の環境事業 上流部の水辺整備（豊岡上流地区）

○現在、庄内川上流部の豊岡上流地区（河口から49.8～50.6k付近）では、土岐川上下流区間の連続性・観光拠点
を含めたまち全体の周遊性や、新たな魅力創出を図るため 「多治見市かわまちづくり計画（上流区間）」を作成。

○河川整備計画及び「多治見市かわまちづくり計画（上流区間）」に基づき、多目的空間や散策路の整備を施工中。

4.6k

4.4k散策路

多目的空間

多治見市

実施済

実施中

未実施

既存インフラを利用した

市街地ルート

虎渓大橋

高水敷整正
樹木伐採等

多治見市

散策路の整備
（下流側）

散策路の整備
（上流側）

整備前

整備後イメージ

豊岡上流地区
(岐阜県多治見市)

社会実験を通じて整備後の利活用方法を確認

気球搭乗体験（R6.11） アウトドア体験（R6.11） まちあるきイベント（R5.11） 29



３．事業の見通し



庄内川特定構造物改築事業
【枇杷島地区】

河道掘削
【日比津地区】

堤防整備
【万場地区】

堤防整備
【山田地区】

堤防強化
【上条地区】

堤防整備
【泉地区】

河道掘削
【月見地区】

堤防整備
【小田井地区】

堤防整備
【土岐津地区】

３．事業の見通し（治水）

○現在、実施中の事業の計画的な推進を継続するとともに、上流部の河道掘削や堤防整備を実施予定。

当面の段階的な整備予定

実施中の事業

当面着手予定（～R7)の事業

凡例
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３．事業の見通し（治水）

○現在、実施中の事業の計画的な推進を継続するとともに、上流部の河道掘削や堤防整備を実施予定。

河川整備の進捗点検の結果、庄内川水系河川整備計画（平成20年3月策定）に基づいて、進捗している。
引き続き、目標とする治水安全度を確保するための事業の計画的な推進を図る。

河川整備メニュー
短期

（令和２～７年度）
中期

（令和８～１３年度）
長期

（令和１４～１９年度）

堤防整備
（堤防強化
を含む）

下流部
【万場地区】

中流部
【小田井地区、山田地区、上条地区】

上流部
【豊岡地区、泉地区、土岐津地区】

河道掘削

下流部
【宝神地区、日比津地区】

中流部
【矢田川含む】

上流部
【月見地区】

橋梁改築
庄内川枇杷島地区特定構造物改築事業
【枇杷島地区】

内水対策

新川洗堰対策
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３．事業の見通し（環境）

当面の整備内容

【事業進捗図】

豊岡地区上流部
水辺整備

庄内川上流部
自然再生

豊岡地区上流部水辺整備

庄内川上流部自然再生

レキ河原再生

○現在実施中の自然再生事業、水辺整備事業を継続して実施予定。

散策路の整備

多目的空間の整備

凡例

水辺整備
自然再生

実施中

※「土岐地区（定林寺川）水辺整備」、「前田地区水辺整備」、
「万場地区自然再生」は現時点では実施時期未定。



３．事業の見通し（環境）

○現在実施中の自然再生事業、水辺整備事業を継続して実施予定。

河川整備メニュー
短期

（令和２～７年度）
中期

（令和８～１３年度）
長期

（令和１４～１９年度）

庄内川上流部
自然再生

豊岡地区上流部
水辺整備
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河川整備の進捗点検の結果、庄内川水系河川整備計画（平成20年3月策定）に基づいて、進捗している。
引き続き、豊岡地区上流部水辺整備や庄内川上流部自然再生は、事業の重要性・必要性が高いため、
事業の計画的な推進を図る。



４．河川整備に関する新たな視点
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４．河川整備に関する新たな視点 （気候変動を踏まえた治水計画）

○「河川整備基本方針」は、河川整備の基本的な方針を定めるもので、庄内川では平成17年11月に策定。
○「河川整備計画」は、今後20～30年後の河川整備の目標や具体的な実施内容を定めるもので、地域の住民や

学識経験者の意見や要望等を踏まえて、庄内川では平成20年3月に策定。

（一級河川の場合）
社会資本整備審議会

（二級河川の場合）
都道府県河川審議会

河川整備計画の
決定・公表

学識経験を有する者
河川整備計画の

案の作成
河川整備基本方針

の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

都道府県河川審議会がある場合

河
川
整
備
基
本
方
針

河
川
整
備
計
画

河
川
工
事
、河
川
の
維
持

長期的な河川整備の最終目標 河川整備基本方針に従って実施する具体的な整備の内容
（計画対象期間 ：20～30年間程度）

○河川整備計画の目標に関する事項

○河川の整備の実施に関する事項

○当該水系に係る河川の総合的な保全と利用に
関する基本方針

○河川の整備の基本となるべき事項
・基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項
・主要な地点における計画高水流量、計画高水位、計画横断形に係る

川幅、流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項

（一級河川の場合）
関係都道府県知事

（二級河川の場合）
関係市町村長

・河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事
の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

・河川の維持の目的、種類及び施工の場所

関係住民

河川法（昭和３９年７月１０日法律第１６７号） （抄）
（河川整備計画）
第十六条の二 河川管理者は、河川整備基本方針に沿つて計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の整備に関する計画（以下「河川整備計画」という。）
を定めておかなければならない。
２ （略）
３ 河川管理者は、河川整備計画の案を作成しようとする場合において必要があると認めるときは、河川に関し学識経験を有する者の意見を聴かなければならない。
４ 河川管理者は、前項に規定する場合において必要があると認めるときは、公聴会の開催等関係住民の意見を反映させるために必要な措置を講じなければならない。
５ 河川管理者は、河川整備計画を定めようとするときは、あらかじめ、政令で定めるところにより、関係都道府県知事又は関係市町村長の意見を聴かなければならない。
６ （略）
７ 前三項から前項までの規定は、河川整備計画の変更について準用する。

意見聴取

意見聴取

意見を反映させる
ために必要な措置

意見聴取
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４．河川整備に関する新たな視点 （気候変動を踏まえた治水計画）

○気候変動の影響による降雨量の増大、海面水位の上昇などを考慮した治水計画への見直しとして、全国で河川
整備基本方針・河川整備計画の変更が行われており、24水系が河川整備基本方針を変更しているところである
（令和7年1月現在）。

新宮川（熊野川）
R3.10.15変更

五ヶ瀬川
R3.10.15変更

球磨川
R3.12.17変更

十勝川
R4.9.9変更

阿武隈川
R4.9.9変更

多摩川
R5.3.13変更

関川
R5.3.13変更

狩野川
R5.8.30変更

由良川
R5.8.30変更

肱川
R5.8.30変更

吉井川
R5.12.22変更

大野川
R5.12.22変更

小丸川
R5.12.22変更

天竜川
R5.12.22変更

沙流川
R6.3.29変更

鵡川
R6.3.29変更

利根川
R6.7.1変更

手取川
R6.7.1変更

九頭竜川
R5.12.22変更

旭川
R6.3.29変更

那賀川
R6.7.1変更

荒川
R7.1.8変更

太田川
R6.12.18変更

遠賀川
R6.12.18変更
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４．河川整備に関する新たな視点 （気候変動を踏まえた治水計画）

○気候変動を踏まえた河川整備計画への変更は、中部地方整備局が管轄する13水系のうち、1水系の「天竜川水
系河川整備計画」が令和6年7月に変更されたところ。

令和6年7月変更
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４．河川整備に関する新たな視点 （流域治水プロジェクト２．０）

○気候変動の影響を踏まえて、流域治水の取組の加速化・深化を図るため、全国の1級水系において既往の「流
域治水プロジェクト」を『流域治水プロジェクト2.0』へ更新。
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４．河川整備に関する新たな視点 （流域治水プロジェクト２．０）

○『庄内川水系流域治水プロジェクト2.0』においては、気候変動を踏まえた流域治水対策として、まずは流域での
貯留・浸透対策を追加する他、水害リスク情報の充実等のソフト対策の取組を強化。
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４．河川整備に関する新たな視点 （河川環境の目標設定の考え方）

○令和6年5月に「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体としての生態系ネット
ワークのあり方検討会」の提言がとりまとめられ、河川環境の整備と保全を進めるに当たっては、治水対策と同
様に、目標を明確にして関係者が共通認識の下で取組を進めるべきであるとの考えが示され、河川環境の目標
設定の考え方について提案がなされた。

「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体としての生態系ネットワークのあり方検討会」の提言の概要


